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優良賞

　私は介護技能実習生として日本に来ました。

正直に言うと、昔の私は海外で暮らすことな

ど、想像もしていませんでした。日本に来て三

年目になりますが、今でも時々、自分が異国の

地で生活していることが夢のように感じられま

す。家族と離れて暮らしたことのなかった私に

とって、異国の地で一人で生きることは、想像

以上に苦しく、寂しいものでした。それでも日

本へ来る道を選んだのは私自身です。母国で

は、戦争の影響で学校も閉鎖され、安心して未

来を描くことが難しい状況でした。そんな中、

母は「海外へ行くためではなく、自分の人生の

ために新しい言語を学んでください。そして辛

くなったらいつでも帰ってきていい」と背中を

押してくれました。私はその言葉を胸に、故郷

を離れ、日本語の勉強を始めました。しかし、

日本語を学んでいる中、私が心から愛していた

祖母が亡くなりました。私は祖母の最期にそば

にいられなかったことを深く後悔しました。

「どうして私は祖母のそばにいてあげられな

かったのだろう」と何度も自分を責めました。

けれど、その後悔を悲しみのままで終わらせた

くありませんでした。私の国には、亡くなった

人のために善い行いをすれば、その人も良い場

所へ行けるという考えがあります。祖母のため

にできる善い行いを重ねたいという気持ちが、

私を介護の道へ導いてくれました。介護は、た

だ身体を支えるだけではなく、心に寄り添い、

その人が安心して生きられるように支える尊い

仕事だと思います。そして祖母と一緒に過ごし

た日々があったからこそ、お祖父さん、お祖母

さんたちの気持ちに寄り添いを出来ると自分自

信もありましたので介護の仕事を選びました。

日本で介護の現場に立つ中で、私は多くのこと

を学びました。利用者様の「幸せな様子を見ら

れる時」利用者様から「ありがとうね」と言っ

ていただくたびに、その優しさに励まされ、こ

の仕事を選んで良かったと、心から感じていま

す。そして、日本で学んだ介護の知識をもっと

深く身につけたいと思うようになりました。い

つか母国に帰った時、日本で学んだ知識や技術

を生かし、高齢者の方々が安心して暮らせる場

所を作りたいです。これは祖母がくれた私の夢

になりました。祖母への後悔を、誰かを支える

優しさに変えるために。家族がくれた愛情を、

今度は私が誰かに届けるために。私はこれから

も、日本で介護を学びながら、祖母がくれたこ

の夢に向かって歩き続けます。
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